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作成 令和５年７月５日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和５年第２回定例会一般質問 

 ～本会議３日目・令和５年６月２７日～ 議事録（抜粋） 

 

６ 増加一方の救急出動と消防力強化の取組みについて 

 

 

○松本議員 

６ 増加一方の救急出動と消防力強化の取組みについて、昨年１２月議会にて超過死問題と救急

出動件数の増加を取り上げました。現在も高止まりと思いますが、改めて救急出動の状況についてお

聞かせ下さい。 

（略※） 

 

○福住議長 

消防長 

 

○消防長 

「救急出動の状況と見通し」についてのご質問にお答えいたします。 

救急出場件数の推移についてでございますが、直近３年間を見ますと、令和２年は４,７５５件、令和

３年は４，６３０件と新型コロナウィルス感染症拡大により、外出する方や医療機関に行かれる方が行

動自粛された影響からか、減少傾向でございました。 

しかしながら、令和４年では、５，７７３件と一転し、令和２年および令和３年に比べ、約１，０００件以

上の増加となり、令和５年におきましても、現時点での出動件数で推測いたしますと、令和４年と同水

準で、推移する見通しとなっております。 

（略※） 

 

○松本議員 

次に消防について、昨年は過去最高の出動件数で、今年も同じペースで出動件数が伸びていると

のことですが、本市の救急体制はそれに耐えうるのか、現状と課題について見解をお聞かせ下さい。 

質疑概要 

過去最高の救急出動件数であった令和４年と同水準で、令和５年も救急出動件数が伸びて

いる。この状況に本市の救急体制は対応できるのか、また広域連携の深化についての状況につ

いて質疑を行った。 
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○福住議長 

消防長 

 

○消防長 

「本市の救急体制の現状と課題」と致しまして、増加し続ける救急需要に応えるため、平成３０年に

条例改正後、人員増を行った上で、令和元年１１月に専任救急隊を１隊から２隊へ増隊いたしました。 

その時点では、新型コロナウィルスの感染拡大など、予想だにしておりませんでしたが、この増隊を

していたにもかかわらず、救急車が全車出動する逼迫した場面が、毎日のようにございました。以後、

更に新型コロナウィルス感染症の拡大により救急需要や、増加傾向にある救急要請に対して、他市と

の連携や応援をいただきながら、何とか対応して参りました。 

しかし、先程のご答弁で申し上げました通り、新型コロナウィルス感染症が、一定の落ち着きを見せ

ている令和５年におきましても、現時点で令和４年度と同水準で推移しているため、依然として救急

体制は逼迫する場面が多くあり、救急体制のさらなる強化についても、適切な対応を検討していかな

ければならないと考えております。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

令和元年の増隊や他市との連携で何とか対応できたとのことですが、依然として厳しい事は理解

しました。 

私は昨年 12月議会でも、これまでも体制強化を提言しています。その工夫はされたのかお聞か

せ下さい。 

 

○福住議長 

消防長 

 

○消防長 

「救急体制強化の取り組み」と致しまして、令和５年４月から救急救命課を創設致したところでご

ざいます。 

増加する救急出動や救命率の向上、高度化する救急業務への対応、保健所や医療機関などの関

係機関との連携強化、救急救命士等の知識・技術の向上など救急体制の強化につながっているも

のと考えております。 

救急救命に特化した課として、専任の管理職員を配置することで専門的な事務処理や各関係機

関との連携、調整等を迅速に行うことができ、救急業務全般において適切なマネジメントができてお

ります。 

また、従前は２４時間交代勤務者が救急事務を担っておりましたが、毎日勤務者を配置することで、
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増加する救急需要に伴って増えてまいりました各種事務の効率化・迅速化が検証できており、救急救

命課の創設により、様々なメリットを認識いたしております。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

救命救急課について理解しました。強化の取組みを評価致します。 

また、同様に消防力強化には広域連携の深化が必須と提言していますが、その取組みについてお

聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

消防長 

 

○消防長 

現状といたしまして、平成２８年４月１日から吹田市と消防通信指令業務の共同運用を実施してお

ります。 

さらに、令和６年４月１日から、豊中市・吹田市・池田市・箕面市・摂津市の５市による、消防指令業

務の共同運用を開始する予定でありまして、消防通信指令業務の高度化・専門化・効率化に加えて、

大規模災害発生時における迅速な隣接応援など、消防業務の更なる連携強化に繋がると考えてお

ります。 

今後につきましても、この指令業務共同運用に留まることなく、はしご車等、特殊車両についての共

同運用など、スケールメリットを生み出せ、摂津市の消防・救急体制の強化につながる広域連携の取

り組みについても、継続的に検討してまいりたいと考えております。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

令和６年からの５市共同指令センターには期待です。また、これまでも会派で提言しているように車

両機資材等の共同運用についてしっかりと検討されるよう、更なる広域連携の強化を要望致します。 

厳しい財政状況の中、消防がさらに深化・発展していくためには、私は消防の在り方として今後は

東京消防庁のように大阪消防庁やあるいは北摂広域消防組合なども検討すべきと考えます。 

いずれにしても増加する救急需要にしっかりと耐えられるよう今の消防力も引き続き強化されるよ

う要望致します。 
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（音声データ等より作成） 

重要と思われる部分には強調を入れています。 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

 

 

 

 

＜一般質問・項目一覧＞  

１ 鳥飼地域のまちづくりについて 

２ 新型コロナワクチン接種状況等と接種券一律送付の必要性の有無について 

３ 市が災害対策本部訓練等を実施しないことの妥当性について 

４ 児童虐待防止施策を一過性で終わらせないことについて 

５ R６年度以降の公共施設整備の財源確保について 

６ 増加一方の救急出動と消防力強化の取組みについて 

７ 幼保小中連携での生きる力を育むことについて 

８ 明和池公園と新幹線公園の価値向上とシティプロモーション推進について 

 


